


熱海土石流 の起点の斜面付近にあった盛り土について、静岡県の難波喬司

副知事は７日午前、県庁で記者会見し、「工法が不適切だったと思う」と述べ、
県条例に基づいて工事の届け出があった２００７年以降の状況を調べる考え
を示した。周辺の開発には不適切行為があったとし、過去に県が是正指導し
ていたことも明らかにした。 
全国の盛り土、山間部の急傾斜地など対象に点検へ…省庁連携し横断的に  

 盛り土が崩落したことを受け、国土交通省は、全国で盛り土の安全点検を
実施する方針を固めた。農林水産、環境両省、自治体と連携し、調査を進め
る。 調査では、土砂災害警戒区域に該当するような山間部の急傾斜地など
を対象に、盛り土の有無や安全性について点検を行う。盛り土工事は、国交
省が所管する宅地造成や、農水省が担当する森林開発、自治体の条例に基
づく埋め立てなどで行われており、連携することで横断的に調べる方針。 

今回の土石流では、神奈川県の不動産会社が静岡県の条例に基づき、所有
する山林で２０１１年頃までに施工した盛り土周辺が起点となった。読売新聞 


